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NY マーケットレポート（2018 年 10 月 9 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、新規材料に乏しい中、米 10 年債利回りの低下が続いたことを受けて、ドルは主要通貨に対し

て軟調な動きとなった。さらに、トランプ米大統領が、FRB の利上げペースが速すぎると批判したことを受

けて、ドルは一段の下落となった。一方、英国の EU 離脱を巡り、EU 首脳会議の前に合意する可能性がある

との報道を受けて、ポンドは大半の主要通貨に対して堅調な動きとなった。また、米株式市場では、ダウ平

均株価が小幅反落となったが、ハイテク株中心のナスダックは 4営業日ぶりに反発となった。 

 

主要な米経済指標結果 

9 月 NFIB 中小企業楽観指数 107.9（予想 108.0・前回 108.8） 

 

出所：Bloomberg 

 

要人発言 

トランプ米大統領 

・ヘイリー国連大使、年末をもって退任する意向 

・インフレの問題はない 

・FRB がやっていることは好きではない 

・金利について、そう急ぐ必要はないと思う 
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カプラン・ダラス連銀総裁 

・中立水準を超えても米金融政策当局は政策金利を引き上げるべきか、しばらく様子見するべきかどうかに

ついて、答えはまだ分からない 

・イールドカーブのフラット化は成長見通しの低迷もしくは不透明感を反映 

・当局は二大責務を達成しつつあると確信する 

・利上げ回数についてあと 3 回は合理的だ 

・金融政策が景気刺激をやめ、成長抑制に転じる地点はかなり不明確だ  

 

米ダウ平均株価は小幅反落、ナスダックは 4営業日ぶりに反発 

米株式市場は、IMF（国際通貨基金）が、米国と中国の貿易摩擦悪化を背景に、世界全体の経済成長率の見通

しを下方修正したことを受けて投資家心理が悪化、主要株価は上値の重い動きとなった。ダウ平均株価は、

序盤から上値の重い動きが続き、小幅反落となった。一方、ハイテク中心のナスダックは、このところの IT

関連株の低調が一服したことで、底固い動きが続き、4 営業日ぶりに反発となった。 

 

出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


